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これまで､日本とロシアとの貿易の上で､税関の

問題がネックになってき/+=｡具体的には､実際の通

関の際の税関ごとに異なる関税分類の判断､関税法

規や剛度の担当官によl)異なる椙釈､個別の交渉に

/よって税率の変化や課税免除､輸入手続の煩稚さ､

税関による提出する書類の使頓や書式手錆き(17)不統

一一一--性､規完外の関税の要求､法律や指令の嘩禦な突

如なる改訂､官更と輸入業者との痘着などが指摘さ

れてきた｡ゝロシアの輸入業者が通関すると官吏と(7)

癒着から関税を安くしてもらえ､日本企業などの外

国企業が通関すると法宝の高い関税が徴収されてき

/+=｡この問題も1つく7)理由となり､キヤノンや松下

電器産業などの日本企業は､ロシア国内に硯他法人

を設立せず､フィンランドに現地法人を設立し.てき

,+=｡そして現地の転入業者らはフィンランドから､

ロ:･アに商品を輸入してきた｡

本稿は2002年1月の寄主済雑誌竜バブロスイ･エコ

ノミキ》(経済の諸問題-)に掲載き.iLたロシアの著名

な経済社会学者ラダエフ教授の論文であるO

筆者のラダエフ･ヴァデi･ム,ヴァレリエヴイソ

チ(Ra(laevVadim～,'aler'evich)氏は､モスクワに

あるロシア国立経済高等学院の教授であり､副学長

で経済社会学科の学科長を務めている｡彼は1961

年生まれで､モスクワ大学経済学部を卒業し､1986

年に経済学修士号､1997年経済学博士号を取得したO

1987年からロシア科学アカデミーの経済研究所に
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がある.i,
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を把揺するうえで絶好の論文であろう｡

尚∴-.rerこlrm三iu日日l'は｢合法化｣という意味で

し･･. ･･･ . t.I:･･･､=い

味で用いられていた=,f)で､｢法令順守Jと訳したすごま

た､"Cゝ州こ了はF一図式､ルート｣という脊味を持つ

が､文脈によって訳し分けている｡.

最後に本論文L-I)翻訳･掲載に快諾Lrrくださった

ロシアの国立緩済大学副学長＼∴ ラダエフ教授にこ

の場をお†昔i‖ノて感謝申し上げるL,

･-I.:･!､'･:'･二 :_'･‥I.:ー●~.I::∴･:l･:1.~ :'-
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..･･∴ ･.一一. ･･ ･‥~･一 ･･ .･ 一

.･･ .1 : ･ : ､ ､.

∴･こ･- ,･ : .I.､･ 一･ - ' ･

:･- ∴ ･ - ･ ･･ ･･● ･̀ ･

l ■′ 1.-. ヽ l -I.-I 1■

_- ･ ･∴ 一･･､ I ･･ ･･ I ･ 一

∴ ∴ ･. 二･:､ ･.･:AI.: -

-):.･･､-: ･･~ 1 :･~-: 1'･

･1. . :･･_,･.･:･･.二 ･･: . ･ ･l:

-‥こ::､･/ ～:.'､- ●∴ ;I_ ∴ ､■:･.:-,.∴ :/

I.I ､二 /.'■･/二一一㌧ }二 ･･ :∴

･･∴ ､ .I･し∴ ∴ ∴ ･:､三 一∴∴

､- ∫I` -ノ ､.: :-- _̀ .■･

i∵ .':I ､II.'､ ･ L. ･､ ミ･･

r ･･I ､l 二･･ 一ー -. ･･/-

I.-1 ..I. ∴. ;･､.I.:･ I ･

● ● 一一一 一 ~ヽ - ､ ′■

なルート-の移行は､費用と関係している｡そ

･･‥･! 二 ∴二 二･ . - ､~･' ･

場 からすると､禁止的性格さえ帯びている｡必

ト√∴こ訓.∴∴･一､∴ ､-‥ ●､･∴`′･ 一-

1tを免れることができる中 で ､ 高 い 費 用を隠し

たいという欲求が燃えな い 人 は い な い ｡ その他

I:L.､ : ∴ ー:- '. .:I-1･ ∴ I,I.･. .L∴

:･: .∴, ....I:一 1 . ･ ■ I- L ∴ ･ -'_.

'.二:● ～ .:､.:{ ' . _･ ~･ :. _ .'L : ∴

∴､' ▲･.･ 一二･ ･t 二 ､●.二 rI

- ∴､ ･-･.L: 1.. ･.: I: ･-･

-∴一 ･:Ill.1 - ･._. ‥I;/ ､･' ･

:/)./:'.･･ -

3 '畠 麿 方 法

･- I-1･ ･_I - ･J l 一･ 一･･l･:･･ .-l

.∴ ･ ､ -. ..･' ･ l..賢 二 一･ -. ●

ジ ェ ク ト は 家 電 及 びコンピューター機器 メ一

･.I ∴ l'. 1 十 .‥ ,I､三日‥ !.. A..三㌦

国立経済高等学院の職員によっ て ､国 家 プ ロ

''.Ml.I/ :∴●∴/-･: '∴ ● ､::-i.'･.'.

れた｡この協会には貿易会社､すなわち､家 電

製品､オーディオ･ビデオ機器､コンピューター､

電話通信機器などの輸入業者 や ､ 家 電 製 品 ･コ

_ I.. '/ 仁rl.3･ ~. ･ i . ･∴ 二 . ::

･[･:::.: ∴ ::I.;I::-I.‥･;I. ~ ､ l ::I , ~ ニ{･

くは既に十分大きな仕事をして､名を.馳せてい

- :､･･'.･一･ /.'/ こ●二･･＼､･ll､∴ -∫

らの会社の店で､一度くらい買物をしたことが

ある｡､

基本的なデータ源として用いたのは､協会に

加盟 している会社幹部らとの､-･r-I-一連の焦点を

･･;. ●･.'､I/､･ ト･' -:.~L:-:'■摘.一:.I

). L･ ∴ ､ - ;一':I.I.一.::ど.､●l 二 t_'l'-･;･

∴主･::･･て.･l~二･. :- ･: ･.- ･-- l･I/∴ ､'･･

持 っているので､さまざまな理由で インタ

ビューを拒否されたり､レコーダーの使用を拒

否されたりしたのは､仕方のないことであった｡

Il 十･~､I-こ､･.':'-I:.I:I,-∴ー/･'-I--

∴ ∴l 二::I:.~}､一･ ~･ I/:●~il-･二I/

･･ I:,I I.′-'･･:､一∴･･･:･∴ l‥∴∴L

ら､2時間半の長さだったL,十分開けっぴろげ

'.く~.･一･ ､ -∴ ､~ A:: 一.':..._･

ように組織されているかを幹部らは話してくれ

II LJl･' .'･-･. ････:●･･:'･∴､:I.･.･/::∴工､
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な秘密は守りながら､さまざまなインタビュー

からの叙述を短 く抜粋する_:そして､情報の追

加源として我々が用いたのは､マスコミによっ

･ -I/'' ･ミ..､ .A. ll･･.'､/_ ~･･

るご

内容の頁において､われわ).Lは､はじめに､

. ' .' ... :: ･ .l~.I:Ill/
●●●■●■●

. ∴ ‥ /.A ､ ;､ i ..:' ...'仁 一'･/

.一･ ･:-/ .L r‥ 怒.:･･.:I-L'一･･t.1'

三ヾ-＼■_日､∴ :‥'･ ∴ ∴･ _､矧 .･ニー立 ::

Lニ } _∴.. ∴ f･I'p>. ..･･∴:rl.I:,..''

∴ 一･:: 一･J. . .､●即. ･ ､･:I...∴ ･.,

の解決の必要性によって起き/+=ものであった｡

･ ･ . :l _:'･･: ･･･. ･･!.･'=∴･

変化が起き､定期的に争議状態が起こるように

なった二

･f1.-..71-:ち:言i･_･塁;･､ -クL/-/ た !

∴.∴ .･∴､_l ･ ,:I.~J.:･/:-/-

それに従うと､会社は 一̀白'-か l̀異"かつまり､

合法的か､犯罪的であるかに分けられている｡

今日､明らかになってきたのは､第-｣二､色調

がはるかに豊かになり､経済活動のルー トのス

ペクトルが広がってきたことである｡第二に､

同一の会社が､しばしば､いくつかのルー トに

l ~: :. :一二-I_l ∴ I-∴ -∴･こ.

･･I… ･､:､∴ .･･‥一一 ･.. :至.Z;､一､

ll...･∴･ I.､ 一 ･､~･:_一･,'-､■!ll工 :I:.._

/.-..:･:･.･ 二 一･･ . :./-I_:.:I..､

<インタビュー>

I/ ･':-}! ･:二･･' ミ･･ . I::

I .∴一言 ･･r'.I :･･ ,:'･､ ･∴ ,･･-.

:)l! : ･:,･:i: ･･- ~; こ＼ ･.-:一 ･1.

率は定かではないが)i,｣

'!J､･ ･' ･･･I '･∴ 二 ､ノ.･･:､

I. 一･m . ･` - ∵-∴∴'∴ ､･: .

::､●･:I: . : }1 一････ l巨二_I.

∴/:.p'' ･ I/ 十 _l!■: ∴ ･三･･･.∴ .

∴酢.･･:･こご.･- } -I:-1∴ .,i∴一一‥一:::::･ノ

:･･ )'･ ･･ /､.､一･ ･ ∴ ♪̀･I .f･

L=l ∴ I_: :-: ･ 二∴ ∴ ･.∴

:.. .‥ : I . ･､ ･ T..; ･･/∴ ..､

J∴ ･ ▲･I:. ･. ･: :､-.,.:･･ .

トに従って 実 行 さ れ て い る ｡ つまり､=グレJ'

･.!､./ ･ ～ ･･ ･ 二 一∴: ･ :二･:I/'-

~･:,.､I:.I:'∵ '. I. /: .､ I.1 '.∵一､･ L

ビで用いられる用語に従うと､さまざまな"グ

レーのグラデーション日がある)L,

このようなわけで､市場に存在するl■白"と

`̀黒目の会社の数についてしばしば出されてい

る問題 は ､ われわれの考えでは､意味を実って
● ● ● ■●●●●●● ■●■■●●●

いる｡ 少 数 の 例外を除いては､あらゆる主要な
●● ● ● ● ●●■ ● ●■● ● ●●●●●
'.rll:敷 .t.-;I.■･･.二､･･'.tl'1-_I-. こ ∴ ･L'_
● ● ● ●●
･i十 _.∴l_ 一/､ :､ I.:/ I: ､

.Ip▲.: l∴ .1̀･.'+･ -∴-I . : ･ ''

J.､そ. ∴㍉ ∴:･-:工/:/ :I.､.-.I･･･''.:､

..1､･-､I･､･:･ -I ､ - ● こ､

●:I.･･:I.∴ ･;13.t.･ :∴ ‥.I. -∴∴

∴ ~-.∴I. '､r:こ:I.A.･'.' _I:...I_

:I_,-･･L ､,. ･､ _:/ :一:'･ r㌦lL/I-.,1
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I-∴ ･∴ ･ ∴∴ 一･ :

:.1･ ･･ .･ ･:I.‥ ･A

. ･l● ㌔ - ･-.

.‥ ･･∴∴ :･∴ ･一. ∴ ･ ･-∴ 一･

i:･J一 ､- - l････････t.L･.‥･ ~

-. ∴ ..･.●･∴ ‥:

;_･ ∴･一一■.･ .∴

-こインタニュー:}･

:.;･J･1.･ :-∴ ,'･∴ ..: , ~I.I::･.I.-'':､

･･1･一､･､･∴ ∴ ･･･∴･･∫･ ~了:

ll.:/ ∴ '･t 二･ ･.L- ‥ - ∴一

･二. 一･ .∴ 二･㌧ ･■･ .■工 -̀∫ ･

･ミ1 .､:･-'･ ∴ i:~･ :､.h'll ■

ですこ｣

･ .1 - I._- ･- ニ ー

I...:I' 二~一 ･･: .･ I. ･'-

′･.: ･二･･∴ ･･一･･ ･ ･ヽ･

を区分するいくつかの鍵となるパラメーターを

選ぶ｡そうし/+=パラメ-クーには以下のものが

入っている｡

㊨-: .1･:'~- l･l‥:-'-.1+:三

･.巨∴ .･‥ -.二･

●輸入量の信悪性 (商品の申告数と実際の輸入

-'･･一･::.､

●作成された書類の特性

コードの信悪性の違反は､不当に支払額を低

くするために､ある商品を他の物にみせかけて

輸入されていることを意味しているL,このこと

は--一一つの商品デル･-プの枠内で行うことができ

･･- ･1:.･∴-:.､､ '1 . i.'=･t･∴

さを低くして不当に輸入したり､部品と見せか

けて実際は完成品が輸入されているなど)i,し

かし､しばしば起きているのは､あるグループ

の商品が他の商品グルーープに見せかけられて申

!∴.･7 ー :I.･一･ .. 一一: ･. .

タ-はグリンピースに見せかけて輸入されてい

∴

課税対象額を二重に不当に低くするやり方で､

･･i.∴-:工'r･･墓･･∴ pr.~-J /.:':/_･:I:i/･:･てl･二

もに不当に低くして､商品の輸入総額の引き下

げがおこなわれるO

<インタビュー>

上こ∴. ･丁二: 一一:/// :･･,･_..二 ･

は､商品の価額を不当に低くしていることLl二

つ目は商品の数が不当に低くされている (多分､

よりまれではあろうが､それでも)i,10万 ドル

;∵1.･1-1.1･;. ~･.､､J‥: 工 ､-●∴

告されている｡｣

作成された書類の違反は､国家税関申告書に

Jこ∴::一i:/:､:.lr/l':'l;'/.:A､十 :二'/I/;:∴ .I;･lて∴ '∴ I

I,-A.!:I_.I;!∴-:･∴ --I:.'-∴: 一･ - .一･･･'､.一 芸'.

積んだ3台のトラックが 1台のトラックとして

I:､∴-_jJ･･r･ .､:●:二㌧関 .~･ /洞 .詮

､ .･∴＼':･r∴･:,･'- ､::･:.∴ .･_‥ll∴

号をつけた文書を作りそれで手続きが行われて

∴ - .,.:､了 ･ ∴三･三L∴∴二‥ ･･=1

.ラ､.こ､ 二.1･'･ :.I､: ...r･∴･!J､.

でLlトラックが国境を渡り､積み替えられて､
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税関 ター ミナルまで行 かな い ことがあった｡

`̀グレー'-ルー トが広 く普及した理由は何であ

ろうか?この問題に回答するために､税関規剛

体削t/.T)進化を短く見てみよう｡そiLは仮に4つ

LIT)段階二二十十ることができる｡

- ‥ー : ･､･;●∴∴ ･一 ､.

1∴ ∴.:一･､ ･･ ､ ･･',:. lll,/

･･ ･･､. ●･ 1-≡ '∴ 1∴

I . ･ -. .. ~ ∴ . :...･∵ ; I.

:一･､ ･ 1.I ,./.･ I I.

:･一丘.′･ .:.:l･- ~ .･ ~ '/.･'.‥ .､ ~

･ぎ ･ . ` . . .I. -_.I.

きた二､

･･ 言 ､ .Z.. -H I: ･.･∴･I tl

止的 レベルの 35%まで).｡同時に市場にはい わ

ゆる ▲̀特恵者''(身体障害者､スポーツマン､ ア

フガニスタンで戦った退役軍人ら-のさまざ ま

I/三･/I.∴ ･:1'.:.'-∴･ ･･ 一､ ･､ .･.

I::/.'･.･ :･ -.･･一･.::守-I.II.I. ‥ ･

ようにして代替的な輸入体制が作 り 出 さ れ た｡

-:●̀ ∴-∴: I: ･∫･･..こ',.･I I.1 /･:r･二

∫ ･･.･..､ ･ ～ ･'.I-ll･‥ ･ I : 一●;I:

'･ l /.･.･ 一･~ ∫‥:-I .:~･11･V-/.- 一･_11･

･'､.‥: ■. 二1.'■ -.: -.I:/･l･):.･

争の結果､十分に安くなった｡

∴ ∴-.-:､;ミ･./･.II. ∴ 1 -.～∴ .･･.:

;･∴ト::●-}∴ :I.‥ ､.-.●: ･! ∴J .

止されたことだLiここからさまざまな種類の

`̀グレー"ルー トが発生しはじめ､それらはます

:I :.∴'. ･l‥惑./.辛,'･∴. 一･ 一･一11∴､

ランジットルー トが発展したL,書類によると商

･.･ :::.､~:､.I.'j 一●./ ＼~･ :‥J .

I !'1-､-∴ 'll - :,-.::･･;'. ･∴ ･.

∴･ -'√････､ ∴ ∴ ･･ - ∴

∫ ∴ 一十 ●∴ 一･∴ 一･ 卜,丁`了 ..

･ ･./I .･∴ . こ l I∴‥ ･.;:i･･

I: ･･一･ 二一 ･･‥ ･: ･ ･ -. ･.

/~ ･ ●･･一･ ･二:- ‥一~: 一一 -1 二.･

∴ -′二 ･̀ : -∴ - ~･ ､ノ∵ノ

ミ ●: 了 . ■二- ･.1･､. 一･..

という所まで簡単にな った｡

<インタビュー>

､ .I.;.; ･.. 1 ∴ ､二... :一･ .一･二

･/･ ､:..･･:'l･三 一 r･ -∴ -I_ .

退 役 軍人やチェルノブイリの被害者､耳や臼の

不 自 由な人､スポーツ選手､そして教会なんか

∫ .一. II :'･ .L.;∴ ･:.:一一:･･' '/

･.' 一. ･:.･.∴∴ 十 .上･.:･∴‥:･.･!.ll

-. I ;′･ '､∴ ●･ ''/p･. ･∴ -I:.･_

いたのですL,････その後､ トランジットの

ルー トが現れ､カザフスタンに持って行ったこ

∴.'I.∴ ;l･一 二●. ~~ ･二 .

~!.'､ -_t. r∴ ･∴;zl3:. メ､∫:.I.∴.･I:':

のですL,でも､とめることは誰にも出来なかっ

.i-I ･: .- ･･､.1∴ :､ I.:-~::一:':;:I:一

･一:-I∫/l~/ :∴l･･t:■･･ミl∴~. I .i.､

二I.'. '/一.1∴工.:::/∴.~十∴こ･二-､.･.

した｡｣

手続 き体制の区別は､このように､残ってい
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､ 一 °.- ; ●･ ･.:I:'･ニ ー ∴ ､二

･､ ･卜･ ●: ●~･- ~∴ 一∴ ･:･ ･､･･･ ･ :･

1. .･ 二:I/:二Ifl.'削.‥-､･一 一･. L.

. i､･･ ､･･∴ 1:･'･J:I ･ . l･ ･

革合法自推 みなすことができるO

･ ､･.-I ..～/I.･. - ■一二･･ 一･:

_･二 ･､ I_:.･子･.二 ･ ､ 一 主1.≡:.辛:

∴ ..1･'･ .･ ･ '･,･∴ '､

･‥- 1. I.～'/.I/ .･･ 一･一･ .

1･,i -. : -.～･･ .･.- .I;.A:

. :･.∴ f'. I.∴ ~-: ､ ∴■,A':-､

∴･'.L:. ･.三●..Ir ･. 二 ~ :∴ ∴･

ルートを押し出そうとする結果をもたらL･てい

1 . -､よ I.I/･･＼ ･､ 一ミ:I_-.･I

I I.･ト､..･.; -. ･･-.I.∴.iL一二 /

･ .､ 工-I.･_､′･､ 一/ ･:･..･!･.-I.llII
二. . .J･.Jl:辛 : '‥JI･}･i二･ 一一ト .I.-. -̀

:I: -.∴.:.･I.I ;I ':_'･. ､/ ∴ '･L.
るためには､費用 を 下 げ る必要があるが､これ

::-∴ .. ､~L､... : .:.I-∴●!:'i

-~'.:.∴-.I ･-. ･･ :L.･･-∴ ･･二･

こうして､運選択のメカニズムが動き出す｡す

なわち､`̀悪い''ルートが"良い''ルー トを追い
描

I: ､一･･tlこ!.:､■･‥ ､I-..:･:-.∴ ,.!･∴ -I

参加者たちに打ち勝つC.

'三 日･:･∴､一.､､､.I. 二 ､,■●･::.∴ -

の特徴へ､話をもどそう｡まず､輸入のさ ま ざ

:一∴ ･ !'.!･∴辛 i'∴.A-1J .:A:tl.･ -

法令 .票r:,:のfTf用は苗いか?

理想主義で会社の重役を非難するのは維しい｡.

'r 1. .~ I. /:-. 1∴IJl.'∴ ･.一一~.L∵∴

. . ･ . :-‥ ･ゝ 一ー･･･.･‥･.草･∴●十二一∴...

･ ~ 1 ~ -:/::.:'●-_ht･､ 二ミ､二､･

一 一:･了 .I. :./-I∫･ 二･: :.:･}

-(-二公的支払額の高字によってもたらされる

二. ∴ 一一 / ･･･:､､~L･.･l-.:､

150/占の関税と209-0の付加価値税を含め､その価

額の35%を税金として納めなくてはならない)i,

･i.:.1･●.･ ∴ 転 .､ 毛こ :- ､ .I.'･･･:･ ･,､閥.:

支払う必 要 が あ るL, そ れで も 最 近 ､ そ のうちの

いくつか の 税 率 が 下 が っ た が ､ 税 負 担の総額は

それほど 下 が っ て い な い (｢

二′∴∴ ､ ､1 .･ ∴ :.､ 二 -一三{j一!-･.了.‥

な支出が生じているL,も し会社が"白ルード で

商品を仕入れ､すべてを公式で信頼できる方法

で手続きしたくとも､早く手続きできるという

ことにはならないLlこうした=正面 の Hル-トは

高くつくだけではなく､しばしば よ り長期の手

続きがつきものとなるL,官僚は い つ も､形 式 的

な理由をつけてありとあらゆ る長 引 かせる可 能

性を持っていて､書類は転 々 と回 されるかも し

れないし､また税関で の 車 の い か な る留め お き

も追加的支出とな る L, ジ レ ンマで板ばさみ に

なっている企業家の立場に立ってみてくださ い ｡

I:一･∴･∫ ∴∴;㍉''::;I::.-1､'.･･ニ‥､ご ::≡.L.

- I.I: :li･:I､Eミ 丁●･ll工 ': .'Ul.A:間

: ●. _ -- : /I.･.I-I-i-::L/.I:･f,∴.:::･∴

ど う し て も =グ レ J'-と走るのかという問題は､

∴ -1∴ ‥ 一: ‥ ､ ..1∴.I-l∴ 卜//声:.‥喜∴ '-:.･/

I･.L-､･･1.･~ - ､∴二･･l･､l･緒･.∴ ･､ .
●●I●▼■●■I●●●

とはいえ､非合法あるいは半合法活動の 取 引
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6a
賛屑は当然ゼロに等しいわけではないLT,取引費

用はしばしば市場参加者たちによって過小評価

されていると考えることには根拠があるこ弓とい

~.･.､I'･A.'･'.∴ '/l二十 こ1-

は実はそ畑まど簡単ではない｡.それらは決して､

.̀∫ ; . ∴~＼･∴∴∴●

十 ･.､･ . : .‥.∴ ∴

∴.･ :r'.:). ∫.I .∴･.l l･:, ､~-. I

取引を会社の最高指導者たちは自分でやらず､

自分の社員たちにやらせる.｡しばしばこうした

支出を算定することはむずかしいこ.というのは

相互のサービス交換の要素になっているからで

ある｡.加えて"グレー''ルートの仕事はあまりに

馴染みになっているので､-一定の分野において､

公式な枠内では仕事がどんな形をとるのか評価

することもできないこ､

"グレ:'ルートの費用構成はどうなっている

のかrそれらは､これらのルートの立案とサー

ビスに対する支出ならびに､ビジネスの安全性

の保証費用も含むこ

-. ､一･:圭､'･:r't･Lj:- ､:･'･:1･､･

･ -:,: ､･二.1二''･､､!･∴･!.ノ'.:r ∴■日.･.

･1.I._､I.:!..~1/.. :●I: . .'し'

と､5千-1万ドルに達することもある(こj･tは

高いサービスである).｡しかも､新しいルート

∴~.･･ -.:iTI二トー∴/I.:t∴二､三/､

更に､通関手続きに対して､ブローカー企業

∴-I･;:- ‥･:p､.'･./ -I.■ 二二 ‥;∴･∴~.

~二‥..!∴ ･~:.I../I.i:Ill .':･●! .-1/∴l

であっ/+=｡支払われた額の-→都は 側̀近-'を通し

て"グレJ'ルートのサービスに行くO-部は国

∴ ;･L:､~:､/ rI: I l･ ･･ .- -:二

:I-j-..二･ ･ -/･■ .''l･/ .-■･二一･:

一･:.I--･∴･ト~∴､･･-:-f::･-･･1 ト∴ _

:' ･-- ..･;､: ･l''- ''l∴∴

'l･'∴･- .Il ･:: ･工 ･J･.I.∫.,

-I.'･一 一●-∴ .二･-∵:l '･'.::.-..:j､､

/I.･∴t'工.∴.､:.:/ ■1 .1_'t∴･‥

=二･･･:/-● 1-I.∴ -､'･:‥･'-'･･:7･･二 .

'､∴ ∴･三 ･∴一二′∴ ･:_'･ ~l･_ -●~･;:.;:..,

･･∴､･･.一･､/i:ニト :･. :L･∴一､1:-

あるL,

.-1･二･;;∴ ､~;/･･ .I.//Y∴ ､ L:

;~., ..I:二 ■.! I.●:::'･ ,I:.,∴ ･.

I-●_::;･I.::I･I:I:t''一･一: ･･●.1.:L一･･一二J.

､.I,:'l‥~~､ l･･_､: ､:.････. ､.;.') .■･

･j.､::-■･･･工∴工､∵-･･I,二㌦-::I--.‥､

.∴∴ :.// ~J/1･:::̀･.三･二･-･･･'･こ予:..

II./二/∴ 了 ･/ il.:∴1.::∴･!L':丁､∴●:

却される｡もし物を現金化する必要があるのな

ら市場参加者たちのサービスのために､ロシア

･~∴ ~｣ ~::･t.T.i/::!∴./.(.∴■,.'

ワークがある｡現金化のオペレーションに対す

/.:J..:､土工 ∴∴ -. :t二一･:-.､■:･

が少ない場合は3%を超すことがあるL,

･:.ll:'-･I.･.∴‥.:･=1.-:･■･･'::.L･･_ .∴

I､∴ ･･:･.-'.:~'_!･/･:･_.:-■こ.1-∴ '･和.･･

こ._ ･二■､､ .I .1 _∫:･'''::-∴ :.･･

:-]1.･盲.､･･上 ∴ ∴ .･ ::'∴. ■●‥ - .㌔

/･.'l:-:.'1-:日,･.I-､ゴ･/I/_･･-:;こ,I

∴ ･:.' ･::I-:_.I:::∴:二1,梶 .･∴､J･-A ･三:

:;㍉ 了､.1･､-'‥:1'･.了 ､ハ‥l ー)'､
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.･･. -･･二∴ ,～ ∴ ･ ::･:‥ ･

､･..･･･l･.∴ 一･一･･- ･･ .･･

, I･二日･ ～I:/･l; ミ..･- . ､

_∴ ･･ ●∴ 1､一1.1･ '･:::I. ∴ :..

. .二 ･...~･ - ､∴ ･lA ､-:::::.

.-.､･ :. -∴ _ 了 十 ･二√/一一

-_ -::㌔ ･̀･:一一号∴. /∴ :､ ::F･･･

:･･+∴-.I: ､トー~ ∴ ･ ･ir了･I-I

.,.1I･,I ･∴ ∴L･.1 -:I-:∴ .I:.I:L:∴■

.･.I:･･････ :.....∫≡:･一･ :･∴ 三~ 一･･-.

､･.∴ 一,･.I_..:､ ∴ ･'､､l三∴･. ll+_ ■_

一.∴ ･∴ ･_了:i:･J'.I:∴ .."二 ･-:..:

_ .､I-､･､･L. 1 . ･.工い1-･- ∴

､･･ ･ -/こ.一 ･'.;･:-:･J .:3'(..:∴ (:.

∴ノ∴､･･･::I:{･.一 ､･.､Il..~ .

.･-~ ■-･L.:､.･●:. - l ･･

/ J. ∴ 十~...::./,･･:..! .'･

･'･-∴ ･.:､･-.. ∴.II ､ ∴ ･l. :_∴.

に直接左右されている｡

i-1- ､ 二.∴､●･工･､.･∴!､L : :: -i.･:

~::.∴･'･･ ･,I .:.I.:I. E､ 丁 :'･∫./.

▲プ レJ.のサービスの費用は､さらに取引高の

1-2%､もしくは､受け取る収入の約 5%が

‥:I' ･一:I.1･･､Jl:..1.II:'∴ -Il.~工

･ 1. -.′●:A.･'-･-了 ,i:!･.IrJ 二･ ､.I::l･･､

~･_ _ /:'--p.:./_∴ ,IIJ..パ 1-･･'.

ことは な い ｡ も ち ろ ん､これはかなりの金額で

ある., し か し な が ら､最大のケ一一スでさえ､そ

:-.:-∴ ･半.:I::十 ･三 ∴.∴ .‥∴ 一･.1

I ､_･･.:･･. :‥･:∴ 仁 ､.㍉ 上.●●:I

I:L･∴ I. ':･l･ I.L∴ ､一､ .一･.'.:'L:･:~)･二.

量の点で)活動の法令順守のためにはいかなる

チャンスもないということを意味する｡当面の

経済的利益の観点から言うと､それはきわめて

非合理的に見える｡そして､こうした基盤のも

とで良識ある指導者たちに合法的に行動するよ

う説くことは今El､実際上不可能であるL,

t･-.シネスにt.-_)て法令順守は必蚤か .'

なぜそもそも法令順守についての問題は起

こっているのだろうかL,原因は､法令順守に関

I,､∴..LI-㌔｣L'1.h::./･･.;-I.二 ..､二､.rI.ー1:

な理由を持っているという点にあるC,ここで天

;.~'J.､･lt //∴､I..､/∫./I:'P.:.:

あるLl片方の天秤に乗っているのは､合法的な

ルーート-移行する追加の料金で､それは明らか

に市場参加者の競争力を弱める｡)もう片方の天

･.､~.:~ ~∴･.:1-･::､ .･∴ ]̀ 二､.//一Il･::lr了･二

;-- -::･･､･:l'..∴･l･∴ .り ∴こ∴ ･_.∴~t･.

'∴. ･㍉!:.I:L:･･.-I:三､,:'.1･.一･:I-I

らを評価してみようLl

リスクは､あれこれの企業が国家機関によっ

て検査さ才.しる蓋然性および､そうした検査の結

果として厳しい制裁が適用されることによって

評価されているL,指摘しておかなくてほならな

いのは､制裁は大きな損失をもたらす可能性が

あるということだe例えば､2001年に記録され

/::.:‥･､:.: ∫,.}･,I.I...一一･･:..:･●∴ミ:I.I

参加者の一人に対して罰金削寂として40万 ド

ルが課せられたO"凍結された''あるいは､差し

･-･二､,-.･.I/p :::･:,∴;:I-I:i/;.1'.;::...一一一1

た｡このようなケ一一スにおいては､監督機関と

-9-



のh問題解決''の価格は高額になってしまう:･付

け加えると､検査の対象に偶然なることもある

Li監督機関しっ指令に よ って 上 あ るいは 競争業

者側かJ,,(LTlH依栢'l〔T)春吉呆 な る こ ともあ る ｡

これirI関して市塙参加 者 た ち 自身 は 何 と 言 っ

ているのだろうか:‥半分 自 cT)Ilル - ト と = グ

レ:'ルートを利関する際の ､特 定 の 目 的 の 検

･:･･J-I.‥ - .一/ ･

･I. - .1∴ I.･.I. 1 /

: ､ .. ･.｣ .:､ ･∴

,-･二. I.･. . ･･ . 一 ･ i一一1 3

た関係 と比較的少諦な賄賂の助けによって､

"どんな問題も解決''できるという望みがある

からだ11汚職関係のルーチン化は､リスクと不

確実性のレベルを.Fげる助けになる｡

<インタビュー>

･.I : : ･ ･..､':-:∫:.･3 .､

クはあります｡ 申請書がないとか他のものがな

いなどと言われるで しょうL,しかし､第一一に､

問題は解決 されていますL,あらゆる問題がいつ

l :_'.' ●･･'L 51,.･:-::- ':.､･√･･･∴､

ているなら､彼らが検査をすることなどないで

しょうO｣

}･.･/ 1 . ･一l･J-I- .i一三∴..､ ∴∴二一.､.

:I.･:･.Ll:I:l ､ _～I.∴'､ .1:-.工 :

できないLl一方､専門家にとってこのような場

合､何らかの違反を見つけることは難しくないt=l

･関.:' ･･一概::一一号.;1.･一･㌦-･､ I ∴･I

_- 1 'こ .1･･･J.､=･l-, ‥ 3-_

'.: : ､ ･ ･ ;‥ :

● 一 ･一 : 一･.~- ･･.､∴ .∫

･･､~･ .∴ ･･.･∴~･. ､･ ･

-.､ 一 .～.I-I _:●:●･,A㌔. .

1 ･-A-,･ ･3I､･ ､!･∴ ･.:

のだ_.

<インタビュー>

巨 ' ∴ ･''､ ∴. ':+::A '･ ;..

･ ~･ ■./■. :二1 : _‥ ･.::･

.･･- Ll･ .･二 ･J- .LI . I

･ ･､∫_ ､.∴∴ ~二- -.･･､ ● .I

題があると言わit･るか もしれないLl｣

I ∴ 1 -I:.一 ､ .1.- _一.~t

.一 再 ･ニー.･∴ -: --≡ ､ .･

∴工._:I.1･ : '.∴ ･1. :･.∴ : こ~

いほど当面の支出は低くなるが､当面のリスク

はより高くなっていく､｡これらを根拠にして､

すべての企業は自社にとって受け入れられる

･丁~-∴ 一 一･∴ !∴:･.I.:.I-. .-

最も安く活むが､まじめなどジネスをする大部

分の代表者にとって､それらは不当に高いリス

クであるがゆえ受け入れられない｡

<インタビュー>

｢問題がないなどということはありませんL,

正面からのルートであろうと､グレー書'ルート

であろうと､そjLなりに問題はあります｡∵ブ

_ ‥ ､ 一･ 二:､上 ‥ 言 .･. ;∴ ∴

:l三 -･ I-･ : -1'･二I, ･ 工'::･十
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I+∴ .･. I. I: :∴ -'.. I-I'･

.. ､､∫･ ･･: 一･: ･一一

･ .･1. こ∫-/-t･''. :. ･ lニ

･ 一卜

ト ､ 1 ..･ ､I- ･･ :∴ ･･:

､.I.･:... I: 王二･:-■ : 三､･

･ ‥ -: ■/. ･ .: .:.1･三一

､ ･~･-.･･･':I:･l -‥. /･∴ ･-･･1

∴‥ .‥ ･∴ ､‥･ ∴一∴:･､

;∴ . ･･I/･ . ､I. A./ .･

･･･= 十､･､∴ ＼･

. ･~∴･■二 ･∴ 十㌧.∴､ ●∴

････. _ ､二 一･.- ∴･･ J:･一･

､ :'.I-./一 ㌦こ∵ ∴-..

1､ .I,/ .1､ - 二･.一一 ･･ ,:~I_､

: ･.:･ ●､･ .'こ.:-_､ - .･∴二一･~二･l

題が生じる｡それは､現在のものではなく､将

来の 支 出 に関係する問題であるこビジネスが

"不透 明 =な場 合､外国からの吏源を誘致するこ

とは維 しいL,第-に､会社が何回にもわたり取

引 高 を 下 げるなら､それはビジネスの貸本化の

規 模 を抑えることになり､相当な外国からの投

∴ :.: ､∴∴･ .. ､~.∴ ･

･.･..,:I: .;Ill-.･●.･ ･':~･-'･･一･

- 1 i-.:一 二-､; ･･_::∴j一･ . ･

､ .-~･‥ -.･ ∴ ‥∴ ∴ ■､

‥-∴■~_了∴:･･､ ∴ 二●.･_. ∴ ~･

一二､･.I-･1._

･-~ l･'/ ･../+∴ /'L:∴::I.･十 :丁 . I

I.ニ1- ､･ ･:- .･'∴･ ●/･■ ･∴/'l:+./

･∴: ･̀I■ -‥ ~二 ･ ･

チェ一一ンス トアがロシアに進出 してくる展望が

あるからたこ〕その結果､ロシアの卸や小売の

チェーンストアの存在自体が問題になるかもし

あるL,これは始まりに過ぎないL,ロシア市場の

･∴∴ ･･当.･ _J.1.:∵ . ･:- ･√ . I

7にとって展開には時間時間がかかるにしても､

このような将来の展望はロシアの市場著たちを

心配させずにいられないものとなっている｡

Ì,7レ-''ルー｣一によって生まi~tた現在のリス

クが､新しい競争状況-の準備を困難にしてい

る｡

多くの人があまり気にしていない長期的な展

望においてのみ､企業家たちは利益を失ってい

: :.II-､f ∴.･･ ･!'.一･･3∴ ●､ ~･...:I:㌔

望にも逸実利益が存在すると思われるL,`̀グ

レー''ルー トの存在は誰にと-3-で利益になるの

か｡一見したところ､それはあらゆる人に利益

'こ■-.' ril'.I ･'､一 ･JT∴ ､●∫ ･.̀

ているからである｡それゆえ､誰も現状を変え

ることに興味がないo Lかし詳細に検討してみ

ると､それはは二つのタイプのプレーヤーに

･･ rt∴'1.''// -､_I:_::.i/

● 犯罪社会の末端のブローカー.一連中と､かれら

の活動から自分の分け前を持っている人たち｡

㊨ :､･一･∴ -.̀･二∵ ~ .:∴ こ∴‥;･l.∴･.∴･

･一一･.･ '･.':.､十 ■､･､･腰 ､∴L∴ ＼J:､

たち｡

"グレー1'ルー トにサービスしているインフラ

の利益は明らかだ｡しかし別の状況を見逃がさ

- 且漫-



ないことが吏要だ｡多くの零細､中小企業が存

在 し て おり､それらは"グレー"ルー-トを利用

す る こ と で 競 争 力があi上 存在することができ

∴二. t ll 十 一･･ ･i:: .∴ -!･ I.･I .I

･･･ '':･ Ii. 1ト･ ･･'-.:I.

･∴ t. ●.･･. .~ .･.' 一∴十 ;

･ J･･':I.I･:..l':_I-･.'･∴~.I.,二′. I

~~ ･一 ･･'.~二 ･ .･.∴二･ 二

･一 : ∴ ･二 ･･･一言･-.' ●.･~ ･

率で法令順守 は こ う した企業家たちにとって命

とりとなる｡ 市 場 で彼らが占めていた部分はよ

･･､ : .･ ;''∴ ! .~::~} ● _ ･ ∴ ,

~ ･./ ･ ･IiI､･:I- ､ 工 1.

な再編の結果､2,3年のうちに利益を あ げ る こ

とができ､したがって､収入額の増加によって

∴ 二 ,,- ‥._一J.- ､.- ;･_~. Ill-1･･

ようなビジネスのよ壷.)堅実な部分にとっては､

法令順守は経済的に利益になる｡

ll.:..i一l.二 ∴ .､二 .̀'-.:･∴-I- 一

的な視野でも失われている｡なぜ ならば､会社

の経営者たちはいつ も予防措置を取 らねばなら

:､I:/､..∴- ll:'-/'･: ･十 了こ:･i::.-.

なくてはならず､万-一･の場合に備えておかなけ

･i∴∴･､∴･. ･ .. -_ 11.･二･:一.∵:㍗

としてそれは適切かもしれなくても､一つか二

つの決定的なビジネスの方向に集中することは

おろかなことになることがある｡

もちろん､まじめな会社が十分長期的な展望

-̀･5-:...'.i1..∴ ./･/:一三､'･.:-;-:.∴ ∴｢ ;_:-::i:潤

､∴ ･､･..≡.I/-.I_//I.:㌔ ...･:;i;. ;-I:∴一日/●･

関心であるわけにはいかない｡しかしながら多

～ ･一 ･･‥､':: '了･ ･･･ _ ･-･∴ : .

･∴ L. ∴ 一∴ ･ --:.,.I ' P,･ ･. I:.

･･I.I:I;十 ･.I-∴-､∴- I,､ -1･:. ･ ∴ ､:

- :･･､∴ - ;●ト .'二● I. '･.･∴.

-1. ････' 1一･ ･'･_･~二 ∴･ _ ～.

･~ '.･;･･' :.･f-tJ:/- . ∴ ∴

.･∴､ : ､･. ､､て:.;'･十 :一･㌦ .

･‥.1∴}･∴ ~' ~､∴ ∴( -A-.∴ こ

LI- --i._I-:.A∵.㌔ l'十二 ∴L: ,∴

･l I _.I''1-}:/ '､-､_lI:･1､.･号 ､∴ 一

･一､･一'-･:･ ㍉■･ ll. I :､ .- ∴ ･ .I: :

･･･一･.:.'. -ち/:･･･/, ;-.･::lIj: :-A: 三 ､ ･ ･ ;

.~仕 一 一 ‥.I . --‥､-･L -∴ .:-･･ -

ま い L,

I: _ ･ ･ '-. -. ∴､ i.--･･.;:･･/.:.:.

順守 の 将 来 へ 積 極 的に関心を示 している｡これ

は純然た る レ ト リ ックではなく､またこうした

∴･/∴三 二･Il.:- .1一- -.''･'‥､∴.工 I

J.■ー.･二.:/ ] '.I:こ. -1二･:二一,∴ ･_

+ 一二二･∴ '-I-潤 .'･1 .･.I r:i･

家が税金を下げればとか､もし国家が税関の欠

陥を応急措置すればとかO｣そして､今日､何も

･.･./:.:_-_:二て∴･･∴ 'L:'･.'･::諺.･r:‥'

いるO - 方､苦情があるにもかかわらず､すべ

て の ル ー ト は建設を終え､すべては ■̀手 に入れ

`･-､ ~■ :.･ ､ .･､二㌦ .■~∴.'.∴ ･ .~ ~∴ ･

,･∴ :･lp :/∴~.:･-~~-.1.･.:. ､

<インタビュー>

.I.I/-1･･･t:L■-､ゞ ･.lf.l~､･･な.･l＼さ .:･

-ミ ･.!.･:::∴-I.. ∴･二'･･~一､.･一●∴-.:'':-I/:::
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.･ :･ … 一･13∴･L･.一二二:::･ : ~ ､

･･_ . ･ : 二､- ●･~■こ工機 ′･･

.I._. p 一､..- 1 . I-.. -I-.

∴ : ･: ~:/ .( .I:･ ∴十 ･-.I

∴ -･･∴ :･. ､･ ニー /I -- I-･-･･i､

: : ∴ ~∴ .I::I ･ご････ 1-I

.:: -･.･1 ~1:-/∴､･一･:.･･･-I.･ ･∴

/･.. ･:- ∴･･･~∴ ミ: 弧

､- ､ -∴ : ∴ l':二 Il.∴ -･ I..

･ ････.･ .∴;･ ､.･･一､- .∴ ･ 了

･: ･二1. ･ -●･･ さ.:･:'･'∴ '- ‥

. ､､ニー. . ･･二..'.･･∵ I･-:.-

∴ ･ ･∴3･T.､㍉ .､.一 ･':･ ._ ･:I

るというような印象をしばしば受けた｡こ1日ま

- ll.I. .:.r.･. :∴ / ･ ∴ 1

は 依 然 と してとても重いものだL,

'_ 1 ∴ . .I/､ i.･●..一二 l∴一一~ ■･. ‥

'-･･ ､ .I､::･:'･.･∴･..､YA.I_一二'･:I ･l二

. ･ _ I･'･ I/ -:二~:､ ･:I.I.::I-I

･-lL.I:･∴:I.∴:､ ∴ 一∵/:';'-ニ∴-:.∫

傾けてくれる新勢力が形成されたという感触が

あった.｡どの程度この感触は正しいのだろう

か?言明さjtた意図は具体化されるのだろう

･一一･t･∴ :: '･喜.-_.:-I-'･F'･.;I:::･-･1.-･J･･･.::㌔

I-.,,･.I,I-:--∴ ･(.､.i: :∴ J... -J

L'､､､.･●･/:l∴､.LIJ∴･.;二･I_､･一 ∴-

.I.I::.､∴ ..∴ .'･ .‥ トl

:昌･:i王i打.=と-=t-⊂法令順:̀rlは必要か?

2001年初めに税関規制の新しい(第四)段階

が 始 ま っ た .｡ それは"グレー''ルー トと ▲̀白 い ''

. ･ l･ .i :: .-･･l ∴ ･: ･.I:-:/e ''∴

∴ ･･J･十 二一･三 ･､ -.I: ._I.∴･ _.･言一

員会は主として二つの手段を用いたL,

1. I:･･-'･:･ L. .: ∫.㍗ .: Ill.･ミー

しては最低価格を段階的に引き上げること｡

これにより､"グレー◆tルー トで行われる支払

いのレベルを自動的に上昇させるL1

2.正式な手続きの際に関税の算出のための支

:.､､.･∴ 二･∴. ■･-･.∴ 十 ;一･'-'..i::I:1 ..

る(課税対象額の確定のため､例 えば､モスク

.:･'.I-､~.一.~･'-3': ･.....,㍉,､::;こ

される)i,

-一年もしないうちに車一台分の =価格"は 1

万-1万2千 ドルから3万-4万 ドル-と上昇

したL,このようなILlルド-サー的攻勢"の結果､

-∴ . ∴ 一∴ .t.:ト ､:∴(:-J'.･11'1-､一

点で正式ルートに近づいているL12000年には､

:~､ご'′:緩.-! -●･-:':･.II_､†●了･,ll!.i-∴ 二:I:I-I

･∴ :._ .1･ :pIJ､･一 ∴.lil! '.､■･･二~;I

ると､2001年の半ばまでには約600,も近くの支

払いをしなければならなかった｡つまり､"過

関".I:!!Z::･1. '･ ー ､):,-'･･.･･二二∴ ~･::I

㌔- ･二-!'I:)∴~::I.L.1･:::一三二 ∴ 上∴∴ :''･

･､きニー･ 二 ･_,･ 一:.■J‥十'~■′こ.甘1;.:

上昇し続けている｡

･.∴ 丁･__∵∴ :エー.･.;r.I.1I:∴･::..llく

の強化の試みがなされた,2001年の1月に､一一

.I::;一Il :∴､巨､L･′､. ･十‥1-''二-モ･l'･:.

~ニー:.工:､ ･一二..､､~I工●.J/:十三i/･'･:.･1:.;

員会の第67回の命令の結果､それにより税関
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- .∴ 一 ･･ ･･･一_･.∴･' :

I. I. 1 ･･ ･･..'､･:L ヽ -

l･ ～ ･ ′･ ､_ 一･~ ･一･

その際､ タ- ミナ/-Lで(二'7車の渋滞への二つの説

明がなされたこ第----悠､ニ畑 ま近年緩んだ規律

-:.ミ･ .･L･I.._I... . ･ ｣■1 .

うも(I,T)_.:第二に､厳 しくなった条件に対する彼

らの消極的な抵抗の産物である:しイタリアの

ストライキのようだというものである)L,私た

ちCT)見解によると､おそらくどちらも生じたC,

<インタビュー>

｢税関は今日では実際に仕事をする必要があ

. :∴∴r･ :+一､-■::.∴･､ ~ P. :

んこ.かつては見るために出かけなか っ た こ と に

対して､検査のお金をもらっていま し た ｡ 今 日

は検査をするために出かけて､こ の こ と に 対 し

て賃金をもらわなくてはなl;) ま せ ん ｡｣

● .･∴ -- ･∴∴J.:巨∴'..:●: I .･ .

二:二･' ' 了･': こ:∴ いIi-

しているのか? おそらく彼らは二つの目標を

達成しようとしている｡一つ目は､財政へ入れ

る税金を増やすこと､そしてこれらの指標に基

.一 ･I･■∴∴~̀､∴･J::.I.‥●.lt.工 i>･.･.' ･'･∴ ･..

.･.I:､./ .: :I.A..- '･･.二二･ ･一･･･'1-

'∴- ll･ ;･i言.I.;.I: :: -.I ∴∴

-. lAt :､- .~;:': l一､;､工 ･ 主い､∴

..:.､I';.･･ . -_:/ I-､- .I .

:､.∴'.:'･望,.:∴-､噺.-∴ .･t!一 二!･Z.:_..A/.

ていた､と言うだけで十分であろう｡これに関

∴ `･∴ ･∴ ∫∴ ･･･ ･~一 ･.･

∴ ･･ノー‥ ･ ､- :一･･･;.､

していった｡

-I..~●∴･:-:､:∴∴ ･摘.･1 . .

1･･-'. I:L'一三 ･. ･:I ･∴ -･liI:_

三 一●.1･; 一III. ､'" ././

I.l､･･ :∴ ･:i .････': 'I_∴･.

1･･ J._~二､･:I-A .'̀~:､J▲: ∴∴ :I

･･I. ;二･::':'1 .:L･ :十 ･∵∴ l: ･､

2001年の前期の税は､200()年上半期のものと

比較すると約39%増加し､個々のポジ シ ョ ン で

は3倍になった｡

-I.∴ ･.I ･ '･そ､-､/;一･･-,::I:-:●-.

的増加-と移行するためには､三つ目の目的を

達 成 す ることが必要だ｡それは管理の強化であ

る O実際､近年､税関の分野において明らかな

権力分散が見らjt.るこ､コネ仲間によって管理さ

れている多くのさまざまなチャネノレが現れたの

であるL,その結果､わからない方面へと大半の

資金が流れた｡それゆえ､税関の内部管理にお

.い ;.､I･.'=::. ､ ': ∫1 .~- ..∴ 一

力が尽 くされたのである｣.この観点から､2001

I.･:- tl.∵…. ･,I∴∴ ･∴ . : il..i:::A

･.､､･∴:-,･~‥)だ 工工 ､ ,''･､.:.･/

_/ //∴･ ∴ ,･:lこ∴･二I､:･●･～.:/･1･;::

けでなく､税関職員を動員する必要性によって

もひき起こされたのであるOこうした目的のた

･∴ :≡:j･I.･■･･､".∴. ." ､一一･'∴_･

て_､::':.･∴ ･/ -● ､･､∴:p∴ -･･._､ - 1

/ IL､. .‥'二 '∴ ;-一了(.-:.L:I.~言-/:･十

過ぎていったL,
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- . ' ■ 至i.:I..1･二 ･/.･ll.･ ∴.

:A .-.三･ ､▲･･･ l'･:‥′ :'十'.. ,:'･

･ -!1.~･J､ :●､､. -∴ :I.I～~㌔

,.∫:_一●･ : 工 ≡:･..･悠･-･十.:

::.I ･ト ･∴ -1 ･J:l･ ･.･.･､ .･･

･_ ･-: : ･ :I:: ~∴~: :

A. ,_:㍉.1･三 :.･･ ･･.i･}､:'･:･

.!■ ･:･∴ ~ ,.∴ ･･､.~..･:I .一 ･..

1:-p .二: I.:一三&.'∵●∴ ~ ●~･了.‥

I･ ･ : ･: -

< イ ン タ ビ ュ ー >

- l l 一 ･ : I ､' ･ . '. . ･･/.二- ､

て い る と こ ろ で す L, そ れ は ､ 予 算-の入金額を

? . ' -. ･ : I I:･'･.-

∴ : 1. A : 一･ ･/ :I :･ . : ･ ∴

残念ながら､2001年上半期の監督強化はきわ

めて矛盾した選択的方法で実現さjtたのであるL,

一方では､大半のターミナルでの"グレー"ルー

.･-I::.J･･' ･.A I.1 ･-.: ･･A.

執する人に対しては厳しい制裁措置がとられた

が､他方では､中央関税局のターミナルに対す

-●:､.､二三-㌔ -･･ I ./I,..I: ･-~‥'/.I

･一 ∴ ●. 二. ∴ ''二 日:. -■･1.::

･ _.･-,一''･､∴●-::'･ _三･ ･･ ･･(.

:･ ;:I-I.･､一･一/･ ､･.二∴ ] L'.I.､

"グレー''ルートの使用規模は復活したのであ

るOただ "問題の価値いだけは急激に高まったこ

なぜなら､狭い通路がさらに狭くなったからで

ある｡
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しました｡L̀グレー"ル- トをただ1つの管理局

に残しました亡この 1つの管理局を通してすべ
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利用して｡､｣
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人が自分のもとの場所へと戻りましたL,

部のルー トについては､もとに戻りましたが､
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して､特権的ルートがあちこちに生じているが､
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原則は維持されているcl (以下次号)

V.Radaev(経漬学博士､国立経清志等学院副学長)

こやま ようじ(新潟大学経済学部教授)

とみやま えいこ(新潟大学､敬和学園大学､長岡大

学､新潟青陵大学､青陵短期大学各非常勤講師)
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